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録

會

計

學

ミ

は

何

ぞ

や

.

凡
そ
如
何
な
る
學
卯
に
於
て
も
畏
ぞ
爭
な
き
斯
界
の
定 

-

義
な
れ
と
て
誇
b得
可
き
程
の
：も
の
を
示
さ
ん
は、
' 難 

事
中
の
麵
事
な
り
と
せ
ら
るSと
こ
ろ
に
し
て
、
誠
に 

容
易
の
業
を
以
て
，目
す
可
き
も
の
に
あ
ら
ざ
る
が
、
#

一
 

人
の
此
處
に
問
題
と
せ
る
會
計
學
：の
定
義
に
就
て
は
、

：

,此
威
殊
に
深
き
も
の
あ
る
を
見
る
な
り
。
蓋
し
所
謂
會. 

計
學
の
定
義
は
眞
に
十
人
十
色
に
し
て
彼
此
互
に
相
同
Z
 

じ
き
も
の
檢
ん
ど
在
る
乙
ビ
な
き
の
狀
態
に
あK
yて、 

而
し
て
其
然
る
所
以
の
理
出
は
、
畢
莧
す
る
、；！：

T

會
計 

學
が
學
と
し
て
成
立
せ
る
のH今
尙
ほ
甚
だ
淺
く
し
て 

其
領
域
未
だ
必
し
も
)3
|
]確な
ら
苓
る
典
結
果
、
學
漭
各

第
十
二
卷(

九
玉
宄

)

雜

錄

脅
ft
擧
と
は
何
ぞ
ザ 々

自
ら

S
所

s

¥

l

s

l

s
、
其
定 

め
た
る
所
に
從
aて
又
自
ら
の
定
義
を
立
つ
る
の
風
あ 

る
這
個
の
^
情
間
に
伏
在
ず
ヾ
し
謂
は
ざ
る
可
か
ら
ざ
れ 

ば

..
な
ぅ
。
然
れ
ど
も
、
他
方
に
於
て
ノ
會
訐
學
旣
に

1 

個
の
學
た
6
と
せ
ば
、
其
ば
必
中
や
興
自
ら
對
象
を
有 

す
可
き
に
し
て
、
而
し
て
旣
に
其
自
ら
の
對
象
を
有
す 

ビ
せ
ば
、
其
は
又
必
ず
や
其
自
ら
の
領
域
を
有
し
、
典 

自
ら
の
定
義
を
有
せ
ざ
る
可
か
ら
ずビ
0
ふ
を
得
可
き 

f

t

.乃
ち
.今
試
み
に 
一
ニ
ニ
先
輩
の
宛
義
をビ
り
て
批 

評
的
に
之
を
漭
鸯
し
、
行
く
行
く
吾
人
自
ら
の
单
見
を 

開

陳

す

.
る
<£
こ

ろ

あ

る

可

し
o

先
づF. 

w
,
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及H
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Bentley

氏
の
定 

義
を
揭
く
れ
ば
各
左
の
如
し
。

會
計
學
ビ
は
個
人
的
性
質
を
有
す
る
と
"
商
企
槳 

的
又
は
財
政
企
業
的
性
®

を
冇
す
る
こ
S

を
間
は
ず 

金
餞
上
の
各
種
取
引
の
記
條
方
法
を
攻
究
す
る
科
學 

.

な
り
と
»

し
得
可
く
し
.
.て
、
是
..を(

一)

組
織
的(

ー
一)

,
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雜錄
會齚
缵と
は何
ぞや

記
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的(

三)

解
剖
的
又
は
批
評
的
の
三
部
？
：
に
分
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を
得
可
し
。fPixtey 
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4)

「

會
fl
學
と
は
ヽ
松
か
も
數
學
が
簿
術
、
代
數
、幾
何 

三
狗
術
等
を
包
括
す
る
總
稱
た
る
、が
免
く
、?»
&
、

.
監
査
、
及
組
織
樽
成
等
を
包
括
す
る
總
辧
たb」

(

bdentley ;

K-
'
h
e 

Science of accounts. P. 7
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次
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n
g

B* 

T
h
e
o
r
y

 

a
n
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p
r
a
c
t
i
c
e

に
於
て
稍
狹
義
に
之
を
解
し 

「

龠
計
學V」

は
富
の
生
産
及
交
換
に
關
聯
し
，て
'生 

せ
る
取
引
に
關
ず
る
記
錄
方
法
を
硏
究
し
、
富
の
生 

，產
分
配
、
及
交
換
の
上
に
生
せ
，ふ
取
引
の
緖
果
を
明 

に
す
る
科
學
な-CSJ 

ビ
定
義
せ
ぅ
。

、
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氏
は
最
も
狹
義
に
之
を
解 

釋
し
て
左
の
如
き
言
を
な
せ6
。

「

會
計
學
の
本
質
は
、
第.

T
,

に一

定
時
に
於
け
る
事 

業
の
財
政
狀
態
を
精
確
に
現
は
し
、
第
二
に
一
定
期

第七號ノ八二

■

:

間
內
に
得
ら
れ
た
る
結
果
を
示
す
に
®

6

。
前
者
ば

貨
借
對
照
表
に
體
现
し
、
後
潜
は
收
益
：表
又
は
損
益
.

表
に
體
現
す」

.

以
上
の
諸
宠
_

は
偶
あ
座
右
に
在
b

穴
る
會
計
學
書
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(

に
就
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き
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索
し
得
犮
る
も
の
を
多
少
の
次
序
を
立
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此
處
に
收
錄
し
た
る—

も
の
に
外
な
ら
ざ
れ
ば
、
會
計
學 

の
定
義
全
部
が
是
に
依
6

て
：代
表
せ
ら
れ
.

あ
りV

J

考
ふ 

る
の
背
理
た
る
は
勿
論
た
り
ミ
離
然
が
も
會
計
學
の
定 

義
に
廣
狹
種
.

々
の
區
別
あ
る
の
實
は
、
是
に
侬
b

て
略 

ぼ
之
を
推
察
す
る
を
得
可
し
と
し
て
、
以
下
是
等
三
種 

•

の
定
義
に
就
き
其
何
れ
が
最
も
#

を
得
た
る
や
を
#
ぶ 

る
に
、
會
計
學
を
解
し
て
一
般
に
會
計
に
關
す
る
學
な 

\  
$
と
な
し
へ
而
し
て
會
計
の
定
義
を
貨
幣
又
は
貨
幣
價 

値

あ

る

も

の

、
收

支

計

翁

な

b

と
解
す
る
ど
き
は
、
會 

I f

學
と
は
誠
に
。ヒ
ツ
ク
ス
レ
ィ
氏
及
ベ
ン
ト
ン
ィ
氏
の 

言
ふ
が
如
き
も
の
た
る
可
ぐ
し
て
、
從
つ
.て
所
謂
廣
義 

の
定
_

を
以
て
最
V

當
を
得
た
る
も
の
な
b

■と
謂
ざ
る
'

可

か

ら

'ざ

る

に

至

る

可

し

。
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解
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へ

ば

數
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學

V
J
I

云

ふ

が

如

き

種

類
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も

の

に

し

て

、

何

れ

も

共

に
 

誤

れ

り

と

言

ふ

の

外

、
'
別

に

之

を

說

明

す

る

の

途

な

き
 

に

至

る

可

し

。

然

か

も

是

は

之

れ

然

か

く

遽

か

に

首

肯

{ 

し

得

可

き

；

と

な

る

や

资

や

6

凡

そ

同

一

語

に

潢

狹

猶
 

々

の

.意

義

を

附

す

る

は

、

如

何

な

'る
®

の

用

語

例

に

も
 

屢

典

實

を

見

る

と

こ

ろ

に

し

て

、

決

し

て

稀

な

る

事

象
 

た

ら

す

^

す

。

而

し

て

然

る

時

は

、

狹

義

に

於

け

る

其

怨

1 -
|

#
 

(

九
五
一
七

)

雜

錄
ー

食
評
擧
と
は
怀
ぞ
や

意

嗥

は

字

義

的

に

^
:
を

輝

ね

得

る

所

す

概

ね

相

同

じ

か
 

ら

す

し

て

常

に

多

少

の

：屈

折

を

觅

る

の

實

あ

る

な

5
,
0 

然

れ

ば

斯

る

場

命

に

於

て

は

、

吾

人

は

i

的

に

繹

ね
 

得

た

る

所

を

以

て

妄

A

に

其

當

否

を

忖

度

せ

ず

、

却

つ
 

て

審

に

其

意

義

を

勘

ざ

る

可

か

ら

ざ

る

な

り

。

乃

ち

今
 

吾

人

當

面

0
,問

題

に

歸

り

て

’

會

計

學

の

意

義

に

就

て
 

之

れ

を

考

ふ

る

も

、，
字

義

的

に

是

れ

を

解

す

れ

ば

、

簿

. 

記

、

監

査

の

如

き

は

何

れ

も

其

|

部

た

る

に

、

然

る

に
 

日

常

實

際

の

用

語

例

に

於

て

は

上

述

の

如

く

、

愚

れ

を
 

簿

記

、

監

査

ビ

並

馳

せ

し

め

て

欺

て

之

れ

を

疑

ふ

>」

€ 

な

し

と

す

れ

ば

、

是

は

之

れ

偶

ま

此

語

に

、

其

何

た
 

る

や

は

暫

く

措

き

、

別

に

狹

義

の

意

味

あ

る

? :
語

る

も
 

の

に

外

な

ら

す

S

謂

ひ

得

可

け

ん

な

b

。

彼

の

ラ

ィ

\

 

次

が

#

計

學

を

狹

義

に

.解

し

、

S

避

.?
:

其

範

豳

外

に

® , 

け

る

は

S

此

見

地

I'
b

す

れ

ば

確

か

に

其

當

を

得

た

る
 

も

の

と

稱

す

可

き

に

し

て

、

斯

く

て

こ

そ

會

計

學

の

領
 

域

稍

明

瞭

を

加

へ

た

る

に

近

し

と

謂

ふ

可

か

ら

ん

な

、

,
 

绾
七
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镇
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ニ
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八
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雑
錄
會
針
擧
，どは何

V

や

然
れ
ど
も
又
ラ
ィ
ダ
氏
の
如
く
、
會
計
學
の
任
務
は 

取
引
の
.記
錄
方
法
を
硏
究
し
其
結
果
を
明
に
す
る
に
在 

b
v
j
^

すv
j

き
は
、
會
w

^

s
簿
^
と
の
區
奶
染
し
て 

何
處
に
在
り
や
*

だ
明
な
る
能
ず
し
て
、
彼
處
に
於
て 

得
た
るV

J

こ
ろ
を
®
び
此
處
R

失
は
ん
ど
す
る
の
懼
ぁ 

b

と
！i

ふ
可
し
。想
ふ
に
ラ
ィ
ル
氏
は
ヽ
筂
記V」

會
計
學 

V」

の
區
別
を
認
め
ざ
る
學
满
の
側
に
風
す
る
者
に
し
て 

會
計
學
S

は
筂
記
の
別
名
に
外
な
ら
ず
^
思
考
す
る
も 

の
な
る
可
し
ビ
雖
、
然
か
も
筂
記
と
會
訃
學V」
同
一
事 

を
意
味
す
る
も
の
なO

V
J

せ
ば
、
世
人
が
其
呼
び
慣
れ 

た
る
彼
の
名
®?

を
捨
て
、
代
ふ
，る
に
新
し
き
此
名
稱
を 

以
て
せ
る
は
何
故
な
り
や
北(

說
明
な
か
る
可
か
ら
ず
。
 

抑
も
彼
等
は
其
古
&
衣
に
厭
き
て
新
し
き
衣
を
裝
ふ
が 

'如
く
、
古
^
r
off

板
に
厭
き
て
新
に
是
を
塗
.

cs

替
ふ
る
が 

免
く
然
り
し
.毛
の
な
-
^や
否
や
，。
私
力
^

思
ふ
に
、
是 

れ
皆
然
らH

る
も
の
な
b

。

然

ら

ぱ

其

：理

由

果

'
し

て

何

.笫
セ
號
：
:'
'

.
:
'
.八
四
：
：
：

‘ 

處
に
在
h

や
。
且
つ
夫
れI

步
を
進
め
て
漉
に
之
を
察 

す
れ
ば
、
世
人
は
必
し
も
筂
記
ビ
會
訐
學
と
を
和
互
代 

替
的
に
之
を
他
用
す
る
漭
に
あ
ら
す
し
て
、
却
つ
て
爾 

者
の
問
に
微
妙
な
る
和
違
を
立
て
、
ニ
潘
同一

な
ら
ざ 

j

る
か
の
如
く
解
す
る
の
風
あ
る
な
&
。
而
し
て
此
W

實 

\

は
實
に
偶
ま
彼
等
0

ら
:!
!
:

(

區
卯
を
明
瞭
に
せ
すV

J

維
、

\

然
か
も
旣
に
彷
彿
の
間
に
ニ
漭
の
相
逾
を
認
め
居
る
を 

|

語
る
も
の
に
あ
ら
ざ
る
可
き
や
否
や
。
凡
を
楚
等
の
點 

\

は
、
ラ
ィ
ル
氏
及
其
一
派
に
ょ6
て
說
明
せ
ら
る
可
§ 

|

喾
の
も
の
に
し
て
、
然
か
も
未
だ
其
說
明
を
得
ざ
る
も 

:
の

な

ぅ

。
.
即
ち
吾
人
が
ラ

ィ

ル

氏
の
定
義
の
中
に自
ら
 

の
滿
足
を
發
見
す
る
能
ず
し
て
、
去
つ
て
他
に
®
か
ん 

j
t£
す
る
所
以
な
^
と
す
。

然
.ら
ば
最
後
に
ハ
ツ
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
氏
の
所
說
は
如 

.

何
。
メ
氏
は
曾
針
學
本
來
の
饪
務
ば
正
確
な
る
食
借
對 

照
表
と
損
益
表
ず
?:
作
成
す
る
に
在
bと
し
て
、
記
錄 

.
方
法
の
硏
究
れ
る
筂
記
せ
嚴
密
に
之
を
區
別
す
る
が
故

に
、
：
兩
者
の
相
違
は
氏.の
：手
に
依
う
て1

鹰
完
：全
に
|«
法
の
硏
究
の
み
を
以
て
足
れ
り
ミ
な
す
可
，か
ら
す
、
必

明
せ
ら
れ
た
る
や
の
觀
ぁ
り
て
吾
人
の
，最
も
尊
重
す
る 

ビ
こ
ろ
な
り
^

雖
、
然
か
も
© .

細
に
之
を
察
す
れ
ば
、
 

正
確
な
る
貨
借
對
照
表
ビ
拟
益
炎
く
の
作
成
は
、
簿
記 

に
於
て
も
亦
た
等
し
く
努
’む
る
と
乙
ろ
に
し
て
、
簿

記

|

の
全
過
程
は
結
局
之
が
爲
め
に
存
すW

謂
ふ
む
決
し
て 

過
ぎ
た
云
ふ
可
，か
ら
ざ
る
を
見
る
な
り
、
從
つ
て 

雨
奪
區
別
の
標
準
を
此
點H

、

求
め
ん
ゼ
す
石
は
、少
く 

ビ
も
未
‘だ
立
言
の
全
き
を
得
た
る
も
の
ビ
獬
す
可
か
ら
‘
一
 

ず
し
て
、：
折
角
の
區
別
又
'»
び
瞹
味
裡
に
沒
し
去
ら
ん
一 

ビ
す
る
の
®

あ
り
と
^

ざ
る
可
か
ら
ざ
る
に
似
^

6

。 

<, 

即
ぢ
纏
て
氏
の
說
の
缺
點
を
以V

目
す
可
き
^

こ
ろ
に|

ば 

し
て
、
吾
人
の
漱
か
に
氏
の
爲
に
娲
む
所
な
り
ビ
雖
、

一
 

然
か
も
氏
の
說
の
此
缺
點
は
、
寧
ろ
'立
言
の
表
面
に
在 

b

て
決
し
.
v

m

心
想
の
內
部
に
存
す
る
も
の
ミ
謂
ふ
可
か 

ら
ざ
る̂

見
る
な
り
。
蓋
し
氏
の
意
は
正
.

確
な
、る
貸
借 

對
照
表
ビ
損
益
表
^

作
成
せ
ん
ビ
欲
せ
ば
單
に
郁
錄
方.

第
十II

卷
ふ
^
五
を
雜

~

錄會訃學七は何ぞゃ

す

違

に〉
i

步
を
進
め
尤
貨
偾
對
照
表
作
成
の
資
料
ど 

し
て
用
ゐ
ら
れ
た
る
所
謂
棚
卸
敦^'
就
て
其
各
項
目
の 

示
す
數
額
が
合
理
的
に
評
價
せら
れ

た

る

も
-

の，？

や 

否
や
を
研
究
せ
ざ
る
可
か
ら
ず
、
然
か
も
此
方
面
の
硏 

究
は
從
來
の
簿
記
に
於
て
は
最
も
忽
緖
に
附
せ
る
所
に 

し
て
、
實
に
我
會
計
學
が
荔
固
有
の
任
務
と
し
て
新
た 

に
追
求
す
る

と

こ

ろ

た

る

^

&

ビ

0

ふ

に
在

む

て
、

而
 

し
て
氏
の
意
を
斯
く
解
す
る
と
き
は
、
吾
人
は
其
說
の 

正
し
き
を
，見
て
未
だ
其
誤.れ
る
を
見
ざ
れ
ば
な
&
。 

乃
ち
今
此
意
に
基
き
て
試
み
に
是
れ
が
定
義
を
下
せ

會
計
學
と
は
正
確
明
瞭
な
る
贷
借
對
照
表
と
損
益
ソ 

表
の
袈
#
れ
_る
#

«

_の
»
11
原
則
€
其
記
5|
|
方
法 

と
.を
硏
.究
す
る
規
範
學
.な
b
'
.

W

謂
ふ
を
得
可
し
。
而
し
て
會
針
學
の
意
義
を
以
上
の 

如
く
定
む
る
ビ
き
.は
、
筂
記
及
監
査
に
對
す
る
典
關
係 

: 

第
七
敏 

a

m

:

.
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は
自
ら
明
な
る
を
見
る
可
し
。
.蓋
し
簿
記
は
會
W

學
の 

剛
明
し
た
る
®
理
原
則
に
難
據
し
て
初
め
て
與
自
身
の 

職
貴
を
全
ふ
す
る
を
#

可
く
、
踨
杳
は
肋
を
此
魃
に
借 

&

て
當
西
を
fi
]

®f

す
可
き
準
細
を
#

る
に
¥
一
 

る
ヾ」

謂
ふ 

可
き
次
第
た
れ
«'

な
り
。
 

{

戰

爭

ご

信

用

通

貨

幷

に

財

政㈢

堀

歸

•
'

:第
1
!窣

：第U

節

，
銀

行

の

狀

態(

續)
::
.

,

..
:ニ
、
市
中
諸
銀
行(

續)

，

:

⑼
、
预
金
の
墦
加
？
千
九
|^

十
六
年
中
市
中
諸
龈
行 

:の
預
金
は
ニ
億
七
西
十
三
萬
四
千
破
.の
增
加
を
示
し
た 

る
が
、
此
僧
加
の
原
因
た
：る
、
半
九
百
十
四
年
幷
に
同 

十
五
年
に
於
け
る
異
常
の
增
加
ビ
同
じ
ぐ
、
政
府
#
に 

銀
行
が
谷
輝
の
形
態
に
於
て
、
信
用
を
製
造
し
た
るの

U
財
政
，
 

第
七
號 

八
山
ハ

事
實
に
存
す
る
も
の
と
す
可
し
。
元
來
银
行
が
^
^
公 

偾
に
應
慕
す
る
と
き
は
、
取
引
先
の
預
金
に
泔
加
を
蓝 

胆
3

C
る
を
得
ず
。
即
鈒
行
は
公
依
に
應
淼
す
る
や一 

方
に
政
府V」

契
約
し
右
.の
應
蕊
に
銜
し
て
拂
込
む
f

 

金
额
を
政
府
^
物
資
勞
カ
を
提
供
し
れ
る
銀
行
収
引
先 

の
預
金
勘
定
に
移
す
を
得
れ
ば
な
ぅ
。
■又
千
九
西
十
六 

年
中
銀
行
全
體
の
：預
金
に1

ー
億
七
西
十
三
蔣
鸿
千
磅
を 

增
加
し
た
る
S

共
に
、
支
挪
準
備
金
に
一
億」

千
三
西 

莴
磷
の
增
加
を
來
し
た
b

。
此
增
加
.は

政

府

に*]
す

る 

市
中
諸
銀
行
の
一
時
的
貨
出
、
市
中
諸
銀
行
の
所
在
に 

屬
す
る
政
府
紙
幣
の
增
加
S

政
府
紙
幣
償
還
資
金
-に
對 

す
る
政
.府
.の
取
#

に
基
き
、：銀
行
の
取
引
先
が
現
金
を 

以
て
引
出
す
ょ
b

も

多

額

の;̂
金

を

爲

し

た

る

か

故

に
 

非
ず
。
而
し
て
預
金
僧
加
め
支
挪
準
備
金
增
加
R

比
較 

し
て
火
な
る
は
當
座
幷
に
短
期
通
知
資
金
に
於
け
る
增 

加1
1

千

萵

磅

、

割.^
手

形

に

於

け

る

增

加

因

チ

^

11

萵 

磅
、
普
®
の
取
引
先
に
し
て
政
府
よ
り
交
挪
を
受
け
ん

と
す
る.者
忙
對
す
る
貨
付
金
の
增
加
三
千
五
.百
萵
磅
.
の 

存
す
る
が
攸
に
し

V
、

是
等
の
金
額
に
現
金
準
備
金
の 

增
加
を
加ふ
，るVJ

き
は
、
ニ
億
一
千
七
百
萬
破
に
，上
令 

可
<
、
其
預
金
：の
增
加
に
對
し:1
:

1
千
萬
磅
の
相
違
あ 

る
は
、
英
蘭
銀
行
以
外
の
銀
行
紙
幣
流
通
高
の
增
加
七 

西
萵
磅
、
ン
銀
行
積
立
金
の
減
少
商
萬
磅
放
資
の
減
少
四

： 

百
®
破
ぁ
る
が
故
な
り:°
班
に
:̂
九
:1
5
十
六
年
末
ビ
千 

九
西
十
三
年
末
^
に
就
て
ヽ
銀
行
の
取
引
先
に
對
す
る 

當
座
勘
定
ゼ
比
較
す
る

U
、
.

前
者
に
於
て
四
億
八
西
萬 

磅
の
增
加
を
示
し
、
，
>
年
0;
增
加
割
合1
億
三
千
六
百 

氣
镑
：に
し
で
、
：
戰
前
即
ち
千
九
西
闽
年
：ょ
ぅ
同
十
三
年

. 

に
至
：
る
平
均
增
加
三
千
萬
破
に
對
し
て

:•
"
異
常
の
膨
脹 

を
吿
げ
た
る
こ̂
を
知
ら
ざ
る
可
か
ら
す
。

銀
行
信
用
と
肷
引
先
0
,預
金
と
の
關
係
を
明
瞭
な
ら
. 

し
む
る
爲
め
、.
委
員
會
め
，1
員
は
雨
者
の
關
係
を
律
す 

る
极
本
原
則
に
s

b

て
、
左
の
如
き
耍
項
を
報
吿
し
/2

(
<
:
)

銀

，
行

預

金
.が
本
時
に
於
て
增
加
す
る
は
、.

主
€
 

し
て
信
..用
の
膨
脹
に
基
ぐ
も
©
な
千
九
西
四
年 

ょ
り
同
十11:1

年
^

至
.る
十
年
間
銀
行
預
金
ば
每
年
苹 

均
三
千
萬
破
を
增
加
し
た
る
がr

此
內
ニ
千
七
西
莴 

磅
は
銀
行
の
信
用
.膨
脹
に
基
..
.
&、

取

引

先

が

.
法

貨

を
 

以
て
：表
入
れ
た
る
金
額
の
其
引
出
し
た
る
金
額
£

 

過
し
た
る
は
僅
に
三
西
萬
磅
に
止
ま
れ
り
。

'

B

.

)

銀
行
が
引
續
き
社
會
に
信
用
を
供
ぅ
る
間
は
龈 

行
0

預
金
債
務
は
.之
に
侔
つ
て
增
加
す
可
し
。
蓋
し 

銀
行
が
債
務
を
負
は
ん
か
、
其
偾
務
に
し
て
法
貨
を 

以
て
联
付
け
ら
れ
ざ
る
限
り
、
銀
行
の
帳
簿
に
於
て 

.偾
權
の
記
入
せ
ら
る
く
も
の
あ
る
可
く
、
銀
行
の
预 

金

の

.：約

九

割
£
0
の
信
用
の
膨
脹
し
た
る
結
果
に 

外
な
ら
ざ
れ
ば
«

り
6

■

(

C

>

銀
行
に
し
て
所
謂
信
用
の
：營
a

者
.た
る
以
±
 

は
、
其
取
引
先
に
對
し
て
贷
付
金
を
爲
す
や
、
取
に
” 

敗
5|

先
の
爲
'め
^

.ヽ
帳
簿
上
の
振
替
&
入
を
梦
す
に

笫
七
轉
,-
:
':
'
-
.八
出
.'
;
'
:
:

第
十
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